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一一人工呼吸関連機器'ユーザーのレポート

人工呼吸 :11巻 2号

「熊tiJi進化し，たJ Bear HIDの新機能
兵庫医科大学集中治療部
丸川征四郎

Bear 1000が上陸した守Bear5に比べ種守の改良

が加えられている。なかでも、 PressureAugment( 

VAPSV)機構と圧スロープ。調節機構は、新たな機能と

して特筆できる。

1)概観

ずいぶんスリムになった。パネルの色彩、レイア

ウトも良い u ユーザーが、取扱いに一番苦労するア

ームも堅牢で、長持ちしそうである。

2)グラフィックディスプレイ

Bearラの特徴であったワイドな函面が、本機種に

も継承され、気道内圧、フロー、一回換気量の3波

形が同時に表示される。おもな改良点は、(む液品画

面を単体として本体上部に設置、②斜め績からも見

える液晶画面と画面の首振りによって視野が広角に

なった、③輝度が明暗に切り替えできる、④警報に

伴う裏画面へのドンデン返しが無くなった、などで

ある。

3)フロントノfネル

フロントパネルは、機能別に区分けされ、すっき

つした。数値設定がタ ッチキ一式からダイヤル式の

調節に変更されたが、ダイヤル式の級いやすさ、迅

速さを改めて認識させられる。

a)モニター

呼気換気量(3項目)、呼吸数(4項目)、吸気

気道内圧(3項目)について、各 1項目を選択表示

できる。自発呼吸がモニターできるのは便利である

b)アラーム

4項目(総分時換気量、総呼吸数、吸気最高気道

内圧、ベースライン圧)が、ダイヤル式で設定でき

る。I/Eover r i deV')警報もある。従来機種に比べて

嘗報音が優しい。また、音量も充分に落とすことが

できるマ狭くて音響効果の悪い、我々の室内構造に

は、誠に有り難い配慮である。

c)コントロール

上段の常用6項目と下段の随時ラ項目に区分され

ている。数値設定はダイヤル式である。

4)換気モード

補助調節、 SIMV、CPAP、PSV、PCVの基本モードと

新たにPressureAugment (PA:圧増補)、PSVのPress

ure slop contro!機能が搭載された。

ディマンドバルブの自発呼吸追従の良否は、主に

センシング機構と最大供給ガス流量で決まる。本務

のガス供給能力は、200L/min以上であり実用機種で

は最高クラスである。

PA機構 (VAPSV:vo!umeassured PSVは同義語)は

SIMV+PSVモー ドで用いる。設定された機械呼吸に自

発呼吸が重なると、しばしば吸気の開始時の送気流

量が不足して気道内圧が低下する。PAをONにすると

この自発呼吸もPSVで補助し、さらに吸気努力が終息

しでも、設定された一回換気量に達するまで送気が

続く(図)。この機構は、吸気仕事量の軽減と一回

換気量の補償が狙いである。

Pressure s!op contro! 圧スロープ調節)機構

によって、PSVの立ち上がつ流量が患者吸気に応じて

19段階に調節できる。EVITAが初めて採用したが、モ

ニター画面が小さく、気道内圧と流量カーブが同時

表示でないため、その利点は理解されながらもあま

り実用されなかった。これらの欠点は改良され、基

準流量から上下に調節する方式であり扱いやすい。

幾つかの間題点もあるが、最高機能を持つ機種と

して推薦できる。

Pressure Augmentの PressureAugmentが
ない通常のSIMV 入ったSIMV

IIt定PSV圧になる、 A 
r-1  吸気努力が終わった後、
J 、 /設計 Iを確保するため

ガスを送る

一一-1量定された吸気フ口
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_， -v _ ¥ 000の新機能

患者さんに、より{憂しいS¥ M ¥1を ・・・へ J
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